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令
和
８
年
度
当
初
予
算
は
一
般
会
計

と
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
、
稲
取
財

産
区
、
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
共
同

設
置
、
水
道
事
業
）
を
合
わ
せ
て
１
０

８
億
３
８
５
２
万
９
千
円
、
前
年
度
に

比
べ
２
億
９
２
３
６
万
６
千
円
（
２
・

６
％
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
63
億
４
７

１
８
万
円
で
３
億
５
２
８
２
万
円（
５・

３
％
）
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、「
東

伊
豆
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針
」
の
中

で
定
め
た
７
つ
の
政
策
目
標
を
実
現
さ

せ
、
町
民
の
幸
福
度
を
あ
げ
る
た
め
の

予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　
当
初
予
算
編
成
後
の
財
政
調
整
基
金

残
高
は
約
16
億
６
１
８
６
万
円
、
起
債

（
借
金
）の
令
和
８
年
度
末
残
高
は
約
33

億
３
６
８
９
万
円
に
な
る
見
込
で
す
。

　
全
国
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
」を
、
主
に
以

下
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

・
ノ
ッ
カ
ル
ひ
が
し
い
ず
事
業

・
リ
フ
ォ
ー
ム
振
興
事
業

・
保
育
園
留
学
事
業

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
委
託
料

・
幼
保
給
食
無
償

　
　
　
計
63
事
業

　
　
　
　
　
２
億
３
１
５
８
万
３
千
円

予
算
予
算

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

当
初
当
初

町
づ
く
り
で
ま
い
た

町
づ
く
り
で
ま
い
た

希
望
の
種
の
芽
を
伸
ば
す
予
算

希
望
の
種
の
芽
を
伸
ば
す
予
算

東 伊 豆 町 ま ち づ く り 総 合 指 針 に お け る 新 規 事 業 等
⑴生きる力と郷土愛を育むベビーファーストの推進
・妊婦健康診査交通費等支援金（新規）　750千円
・スクールバス購入（新規）

⑵稼ぐ力の復活
・入湯税値上げ分を基金へ積立（継続）　96,600千円
　（前年比 ＋ 120千円）　
・細野高原第一駐車場トイレ洋式化工事（新規）

⑶健康で安全・安心な暮らしの実現
・こどもインフルエンザ予防接種費用助成費（継続）
　416千円
・防災対策用備品（新規）　5,010千円

⑷自然と共生した快適な生活環境の整備
・北川漁港網干場護岸改修工事（新規）
・巡回型グリーンスローモビリティ実証実験（継続）　　
　16,000千円

⑸多様性の尊重と時代変化への順応
・二地域居住関係人口創出推進事業委託料（継続）　
　1,800千円

⑹生涯学習と生涯活躍の推進
・よりみち135園庭芝生化モデル事業（新規）　963千円
・町誌編さん事業（新規）　2,782千円

⑺効率的で信頼に応える行政運営
・生成AIシステム利用料（新規）　1,122千円
・町有地財産管理システムの導入（新規）　6,360千円
・庁舎電話設備通話録音機能導入工事（新規）

特　別　会　計

区　　分 予算額 前年度比較

歳入

後期高齢者医療保険料 223,871 21,693
使用料・手数料 70 0
繰入金 66,799 6,563
諸収入・繰越金 503 0

歳出
広域連合納付金 290,672 28,256
諸支出金 571 0

291,243 28,256

後期高齢者医療特別会計（単位：千円）

区　　分 予算額 前年度比較

歳入

介護保険料 244,385 △ 24,547
国庫支出金 341,588 15,048
支払基金交付金 368,882 11,739
県支出金 203,548 6,576
繰入金 275,214 31,486
諸収入繰越金他 2,156 △ 56

歳出

総務費 28,622 △ 5,547
保険給付費 1,342,441 44,847
地域支援事業費 62,034 610
諸支出金予備費他 1,676 △ 664

1,434,773 39,246

介護保険特別会計（単位：千円）
区　　分 予算額 前年度比較

歳入

国民健康保険税 275,915 △ 4,467
県支出金 1,211,877 △ 97,110
繰入金 149,517 3,622
その他 12,683 △ 717

歳出
保険給付費 1,176,893 △ 95,088
国民健康保険事業費納付金 420,349 692
その他 52,750 △ 4,276

1,649,992 △ 98,672

国民健康保険特別会計（単位：千円）

区　　分 予算額 前年度比較

歳入
財産収入 744 18
繰越金 1 0

歳出
管理会費 623 0
諸支出金 72 18
予備費 50 0

745 18

稲取財産区特別会計（単位：千円）

区　　分 予算額 前年度比較

歳入
分担金及び負担金 2,172 0
国庫支出金 1 0
繰越金 35 0

歳出 総務費 2,208 0
2,208 0

幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計（単位：千円）

水道事業会計（単位：千円）
区　　分 予算額 前年度比較

収益的収入及び支出
水道事業収益 472,895 14,859
水道事業費用 471,109 31,328
資本的収入及び支出
資本的収入 479,243 92,813
資本的支出 640,279 59,278
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一緒に一緒に健康づくり健康づくりしてみませんか？してみませんか？ 令和８年度の介護予防・健康づくり教室令和８年度の介護予防・健康づくり教室のご案内です。のご案内です。
興味のある方はぜひ申し込みください。興味のある方はぜひ申し込みください。

■受講資格　
・東伊豆町に住民登録をされている方で基本的に休まず、期間の最後まで参加できる方。
・生活習慣病予防のための健康診査・人間ドックを受診している方。(②～⑤の教室希望される方）
・介護認定を受けておらず、介助なしで運動ができる方。また、医師から運動の制限を受けていない方。
　（①を除く）

■募集にあたって確認事項
・教室番号『①～⑤』の重複申し込みはできません。
・教室番号『②～⑤』は、体力測定を希望者に実施します。660円参加料とは別に徴収します。
・教室内容は変更となる場合があります。

送迎はありません。自家用車、公共交通機関、移動支援またはノッカルひがしいずをご利用ください。
■会場までの移動手段について

「移動支援」（対象65歳以上）とは、高齢者の送迎をボランティアが行う事業です。
■事前に登録とチケットの購入（100円×10枚）が必要　■送迎範囲は町内限定
■利用の１週間前までに社協に電話かメールで申し込み　■複数人での利用も可
　ただしボランティアの都合により運行できない場合もあります。� 詳細・申込み　社会福祉協議会　☎２２−１２９４

「ノッカルひがしいず」はご近所さんの自家用車に相乗りすることができる公共交通サービスです。
■エリアは片瀬・白田地区、奈良本地区・稲取地区（エリア間移動可）　
■会員登録制　■予約は前日17時までに LINE または電話 (電話は平日のみ )　
■乗車予定時刻の５分前までに停留所で車両をお待ちください。　
■料金は利用チケットで支払い。利用チケットは役場・熱川支所・保健福祉センターにて購入可能　
　100円券10枚セットで1,000円
　詳細は、企画調整課 政策推進係（☎９５−６２０２）又は町ホームページ（右QRコード）へ

ノッカルひがしいず

教室
番号 教　室　名 開催日時・場所 対　　象 定　員 参加料 教室内容（変更の可能性あり） 運動強度 申込先

問い合わせ先 募集期間

① 若がえり健康教室
（地域支援事業）

毎週金曜日
（５月８日～３月26日）
 時間 10：00～12：00
 場所 保健福祉センター２階

今まで参加したことのない
65歳以上の方

（要支援１, ２の方も可）
20名 無　料

身体のバランス体操や手指・脳を使
う体操、腰痛の予防体操を楽しく行
い、若返りを目指します。

★★☆
地域包括支援センター
℡ ９５−１１０６

4/6（月）～ 4/24（金）
受付時間

９：００～１６：００
定員未満は随時募集受付

② 稲取リラクゼーション教室

第１・３木曜日
（５月21日～３月18日）　
 時間 10：00～12：00
 場所 役場 1階大会議室　他

稲取地区の方
年齢制限なし 20名 300円

ヌードルを使用して全身のほぐしや
指ヨガ、ストレッチなど体を緩める
ことが中心となります。椅子に座り
ながらできる簡単な運動やマットに
横になって行う体操をします。また
脳トレや口腔体操、食事指導も行い
ます。※運動が苦手な方におすすめ
の教室です。

★☆☆

健康づくり課

健康増進係

℡ ２２−２３００

②～⑤共通

4/13（月）～ 4/20（月）
受付時間

９：００～１６：００
受付順ではありません。

定員以上の申込みは抽選

定員未満は随時募集

③ 熱川リラクゼーション教室

第２・４木曜日
（５月14日～３月25日）
 時間 10：00～12：00
 場所 保健福祉センター２階

熱川地区の方
大川・北川・奈良本
片瀬・白田に在住
年齢制限なし

20名 300円 ★☆☆

④ 稲取健康いきいきクラブ

第１・３火曜日
（５月19日～３月16日）　
 時間 10：00～12：00
 場所 役場 1階大会議室　他

稲取地区の
50歳以上の方 30名 300円 運動指導（天健体操・ストレッチ・筋

トレ）に食事指導や歯科衛生士によ
る口腔体操を行います。また、ポー
ルウォーキングなどもあり、楽しみ
ながら全身を刺激することができま
す。

★★☆

⑤ 熱川健康いきいきクラブ

第２・４火曜日
（５月26日～３月23日）　
 時間 10：00～12：00
 場所 奈良本公民館

熱川地区の
50歳以上の方

大川・北川・奈良本
片瀬・白田に在住

30名 300円 ★★☆

備えあれば
フレイルなし！

⎛　　　　　　⎞
⎝　　　　　　⎠

⎛　　　　　　⎞
⎝　　　　　　⎠
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▼
申
請
場
所

問
合
せ
先

三
島
年
金
事
務
所

☎
０
５
５−

９
７
３−

１
１
６
６

健
康
づ
く
り
課 

国
民
保
険
係

☎
９
５−

６
３
０
４

　
令
和
８
年
度（
令
和
８
年
４
月
～
令
和
９
年
３
月
）の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
1
7
，
9
2
0
円
に
な
り
ま
す
。
現
金
で
納
付
さ
れ
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
４
月
上
旬
に
納
付
書
が
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま

と
め
て
前
払
い
す
る
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

20
歳
以
上
の
方
は
学
生
で
あ
っ
て
も
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
及
び
保
険
料
納
付
義
務
が
あ
り
ま
す
。
学
生
納
付
特

例
制
度
は
、
所
得
の
少
な
い
学
生
の
方
が
将
来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
万
一
の
事
故
な

ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防

止
す
る
た
め
に
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
住
民
登
録
の
あ
る
役
場
ま
た
は

年
金
事
務
所
（
郵
送
可
）
で
申
請

で
き
ま
す
。

※
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承

認
さ
れ
、
４
月
以
降
も
同
じ
学
校

に
在
学
予
定
の
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
４
月
頃
に
学
生
納
付

特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
付

さ
れ
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
が

届
か
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す

が
、
通
常
の
申
請
手
続
き
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

ス
マ
ホ
で
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
申
請
書

（
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
の

担
当
窓
口
の
ほ
か
、
日
本
年
金

機
構
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
印
刷
可
）

②
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
　

③
在
学
証
明
書
の
原
本
ま
た
は
学

生
証
の
表
裏
両
面
コ
ピ
ー

▼
申
請
後

　
審
査
後
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

決
定
通
知
書
が
送
付
（
申
請
か
ら

お
よ
そ
２
～
３
か
月
程
度
）
さ
れ

ま
す
が
、
決
定
通
知
書
が
届
く
ま

で
の
間
は
、
日
本
年
金
機
構
及
び

日
本
年
金
機
構
か
ら
委
託
さ
れ
た

民
間
業
者
が
、
文
書
、
電
話
ま
た

は
訪
問
に
よ
り
納
付
の
案
内
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
追
納
（
後
払
い
）
制
度

　
将
来
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納

め
る
「
追
納
」
が
で
き
ま
す
が
、

追
納
す
る
時
期
に
応
じ
て
当
時
の

保
険
料
に
加
算
金
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

※
お
申
込
み
は
年
金
事
務
所
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

学
生
の
方
は
毎
年
４
月
に
忘
れ
ず
に
申
請
を
！

学
生
の
方
は
毎
年
４
月
に
忘
れ
ず
に
申
請
を
！

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
のの

金
額
が
変
わ
り
ま
し
た

金
額
が
変
わ
り
ま
し
た

口
座
振
替
の
早
期
・
前
納
が
お
得
で
す
！

　
現
金（
納
付
書
）で
１
年
分（
令

和
８
年
４
月
～
令
和
９
年
３
月
）

の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す
る

「
１
年
前
納
」、
６
か
月
ず
つ
ま
と

め
て
納
付
す
る
「
６
か
月
前
納
」

が
あ
り
ま
す
。
各
制
度
を
利
用
し

た
場
合
の
保
険
料
額
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

◎
１
年
前
納
の
保
険
料
額

�

…
…
２
１
１
，
２
２
０
円

（
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
　
　

�

３
，
８
２
０
円
の
割
引
）

◎
６
か
月
前
納
の
保
険
料
額

�

…
…
1
0
6
，
6
5
0
円

（
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り

�

８
７
０
円
の
割
引
）

　
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
を
利
用
す
る
と
金
融
機
関

等
に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。
ま

た
、
口
座
振
替
の
早
割
・
前
納
は

現
金
納
付
よ
り
お
得
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係　
☎
９
５
ー
６
２
０
４

制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
こ
ど
も
家
庭
庁
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
ー
２
５
２
ー
０
７
１
（
受
付
時
間
：
平
日
９
時
～
18
時
）

　
令
和
７
年
11
月
21
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た「「
強
い
経
済
」を
実
現

す
る
総
合
経
済
対
策
」に
お
い
て
、

長
期
化
す
る
物
価
高
の
影
響
を
受

け
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
、
こ

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す

る
た
め
、
０
歳
か
ら
18
歳
に
達
す

る
日
以
降
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
こ
ど
も
た
ち
に
１
人
当
た
り
２

万
円
の
「
物
価
高
対
応
子
育
て
応

援
手
当
」
を
１
回
限
り
支
給
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
受
け
て
、
本
町
で
は
次
の

と
お
り
支
給
対
象
者
の
方
に
応
援

手
当
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

支
給
対
象
者

支
給
対
象
者

ご
注
意
点

ご
注
意
点

　
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

に
関
す
る〝
振
込
み
詐
欺
〟や〝
個

人
情
報
の
詐
取
〟
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ご
自
宅
や
携
帯
電
話
、
ご

職
場
に
子
育
て
支
援
係
か
ら
お
問

い
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
や
手
数
料

等
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
際
に
は
、
子
育
て

支
援
係
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署

や
警
察
相
談
電
話（
＃
９
１
１
０
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
子
育
て
支
援
係
か
ら
応
援
手
当

の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

（
４
月
初
旬
か
ら
順
次
）

②
応
援
手
当
の
支
給
を
希
望
し
な

い
場
合
は
、
受
給
拒
否
の
届
出
書

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

③
児
童
手
当
受
給
口
座
へ
振
り
込

み
ま
す
。（

４
月
下
旬
か
ら
順
次
）

※
受
給
希
望
の
方
は
お
手
続
き
不

要
で
す
が
、
次
に
掲
げ
る
方
は
別

途
申
請
が
必
要
で
す
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
本
手
当

に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

支
給
ま
で
の
流
れ

支
給
ま
で
の
流
れ

こ
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円

こ
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
を
支
給
し
ま
す

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
を
支
給
し
ま
す

①
令
和
７
年
９
月
分（
10
月
支
給
）

の
児
童
手
当
を
本
町
か
ら
支
給
さ

れ
て
い
る
児
童

②
令
和
７
年
９
月
に
出
生
し
た
児

童
は
10
月
分
（
12
月
支
給
）
の
児

童
手
当
を
本
町
か
ら
支
給
さ
れ
て

い
る
児
童

③
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

児
童 対

象
児
童

対
象
児
童

申
請
が

申
請
が
必
要
必
要
な
方
な
方

・
公
務
員
で
、「
対
象
児
童
」①
②

の
対
象
児
童
の
児
童
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方

・
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
に
離
婚
等
を

さ
れ
て
い
る
方

・「
対
象
児
童
」③
の
対
象
児
童
の

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

対
象
児
童
の
児
童
手
当
受
給
者
が

支
給
対
象
で
す
。
な
お
、
児
童
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
で
応

援
手
当
の
支
給
は
希
望
さ
れ
る
方
、

令
和
７
年
10
月
１
日
以
降
、
離
婚

（
協
議
中
等
を
含
む
）に
よ
り
新
た

に
児
童
手
当
の
受
給
者
と
な
っ
た

方
な
ど
、
応
援
手
当
の
支
給
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

子
育
て
応
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

自治体職員、警察官、消防

士、公立学校職員など

児童手当受給者本人が
公務員

※
対
象
児
童
の
例

大学１年生（18歳）
今年４月に町外の大学へ進学。
令和７年９月分児童手当は町から
受給。

小学生（10歳）
令和７年10月に町へ転入。９月分
児童手当は前住所地で受給。

乳幼児（０歳）
令和８年３月生まれ。児童手当は
認定請求中。

東伊豆町で手当支給

前住所地で手当支給

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら

▼
１
年
前
納
・
６
か
月
前
納

▼
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
が
便
利
で
お
得

で
す

令和７年10月１日～
令和８年３月31日生まれ
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東伊豆町立図書館　☎２２−１１１１
開館時間　9：30～18：00　火曜・祝日休館町 立 図 書 館 だ よ り

For Your Health, For Your Heart

保健福祉センターからの健康通信 問合せ先　保健福祉センター　☎︎２２−２３００

保健福祉センター　５月行事カレンダー保健福祉センター　５月行事カレンダー
日 曜 時　　間 行　　事　　名
７ 木 9：00〜11：30 妊婦相談（母子手帳交付）（7.11.18.25）保健福祉センター
13 水 10：00〜11：30 あそびの会　保健福祉センター
20 水 　9：30〜13：00 食育セミナー　保健福祉センター

21 木

〜 ６ヵ月児相談（受付 9：15～9：30）保健福祉センター
〜 12 ヵ月児相談（受付 9：45～10：00）保健福祉センター
〜 ２歳児教室（受付 9：15～9：45）保健福祉センター
〜 １歳６ヵ月児健診（受付13：30～14：00）※河津町　河津町保健福祉センター
〜 ３歳児健診（受付12： 50～13：20）※河津町　河津町保健福祉センター

22 金 〜 パパママ教室（第１部）（受付 9：20～9：30）保健福祉センター
29 金 〜 育児サークル（受付 9：40～10：00）保健福祉センター

◆日時が変更となる場合がありますのでご確認ください。

　チャンジーバンド様より59,200円の寄附があり、日本赤十字
社を通して能登半島地震被災地へ寄附させていただきました。
　また、原動機研究部様より小型電気自動車を寄贈していただ
きました。今後よりみち135で活用する予定です。

被災地義援金の寄附及び
小型電気自動車寄贈に対する御礼

　２月18日にこころ介護にて、100歳を迎えられた八代か
づさんと冨岡ゆき江さん（お２人とも大正15年１月20日
生）へ、お祝いの花束と祝金が贈られました。これからも
お元気にお過ごしください。

100歳のお誕生日おめでとうございます

日にち 内　　容
５月13日（水） 手形・足形アート
６月19日（金） リズムあそび
７月３日（金） 七夕制作
８月20日（木） お祭り
９月18日（金） 運動あそび
10月７日（水） ハロウィンお菓子作り
11月10日（火） おもちゃづくり
12月22日（火） クリスマス会
令和９年１月７日（木） お正月あそび
２月５日（金） 節分あそび
３月５日（金） ひなまつり

後継者不足を補う「山焼き協力隊」が初参加
細野高原山焼き

子育て支援拠点ASOBOに遊びに来てね！子育て支援拠点ASOBOに遊びに来てね！
　保健福祉センター内のASOBOでは、毎月１回「あそびの会」として、
保育士によるイベントを開催しています。開催日の４日前までに、お電話
またはQRコードからお申込みください。
　日中遊ぶ場所がない、子育てのことを相談したい、お友達を作りたいな
どの際も、ぜひASOBOに遊びに来てください。
◎開館時間：平日9：00～16：00（昼休み 12：00～13：00）
　　　　　　あそびの会10：00～11：30（開催日のみ）

Ｒ８年度あそびの会開催予定
　３月５日、災害用トイレトレーラーが熱川地区のしおかぜ広場へ、循
環型バイオトイレが熱川小学校へ設置されました。平時と災害時で切り
替えができるフェーズフリー認証を受けたトイレトレーラー（可動式ト
イレ）の自治体導入は日本初となります。今後、イベント時や学校生活
など平常時にも活用される予定となっており、災害時には避難所のトイ
レ不足解消に役立てられます。

平常時と災害時で切り替えて利用可能
災害用トイレトレーラー・循環型バイオトイレ導入

０歳児から参加OK！
水分補給用の水筒を持って

きてください。

　２月14日、稲取細野高原にて山焼きが実施されました。令和７年度よ
り、今後継続して山焼きに携わる「山焼き協力隊」を募集し、９名が事
前説明会を経て参加しました。協力隊は延焼を防ぐ火消作業に取り組み
ながら、初めて間近で見る山焼きの迫力に感動していました。

～東海岸の朝日に包まれた、感動のひととき～～東海岸の朝日に包まれた、感動のひととき～
　２月に開催しました「おはようIZU～冬～東海岸の朝日」写真展は、館
内に大パネル12枚、小パネル11枚に加え、一般の方から公募した４枚のパ
ネルを展示しました。
　「天使の梯子」が差し込む様子や、夜明けの空が赤から青へと移り変わる
幻想的なグラデーション。東海岸の朝日の魅力を切り取った作品の数々に、
多くの方が足を止め「素晴らしい…」と見入る姿が印象的でした。一般の方々
によるパネルも素晴らしい作品ばかりで来場者の共感を呼んでいました。
　今回の写真展を通じて私たちが暮らす地域の自然が持つ美しさ、そして光
がもたらす癒しを感じていただけたのではないでしょうか。

　２月15日に開催された「ならもと桜まつり」にあわせ
て春の折り紙サロンを開催しました。当日は桜もほぼ満開
で、おまつりに来場された多くの方々にお立ち寄りいただ
きました。
　今回は、桃とうさぎ作りに挑戦。最後に完成したものを
紐に通し、つるし飾りにしてお持ち帰りいただきました。
一足早い春の訪れを感じる１日となりました。

～春の折り紙サロン～～春の折り紙サロン～退
職
者

退
職
者

　
お
疲
れ
様
で
し
た

　
お
疲
れ
様
で
し
た

新
規
採
用
職
員

新
規
採
用
職
員

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

・・
杉杉す

ぎ
す
ぎ

　　
山山や

ま
や
ま

　
　
　

　
　
　
遥遥は

る
か

は
る
かさ

ん
さ
ん

・・
佐佐ささ

　　
野野のの

　　
雅雅ま

さ
ま
さ

　　
季季きき

さ
ん
さ
ん

・・
岩岩い

わ
い
わ

　　
崎崎さ

き
さ
き

　　
夏夏な

つ
な
つ

　　
実実みみ

さ
ん
さ
ん

・・
太太お

お
お
お

　　
田田たた

　
あ
　
い

　
あ
　
い
さ
ん
さ
ん

・・
上上う

え
う
え

　　
嶋嶋じ

ま
じ
ま

　　
健健け

ん
け
ん

　　
太太たた

さ
ん
さ
ん

・・
山山や

ま
や
ま

　　
本本も

と
も
と

　　
蒼蒼あ

お
あ
お

　　
海海いい

さ
ん
さ
ん

・・
上上う

え
う
え

　　
嶋嶋じ

ま
じ
ま

　　
咲咲し

ょ
う

し
ょ
う　　
慶慶け

い
け
い

さ
ん
さ
ん

・・
平平ひ

ら
ひ
ら

　　
松松ま

つ
ま
つ

　　
拓拓た

く
た
く

　　
磨磨まま

さ
ん
さ
ん

・・
鈴鈴す

ず
す
ず

　　
木木きき

　　
茉茉まま

里里りり

子子ここ

さ
ん
さ
ん

・・
村村む

ら
む
ら

　　
上上か

み
か
み

　　
則則の

り
の
り

　　
将将ま

さ
ま
さ

さ
ん
さ
ん

　　
3737
年
勤
務

年
勤
務

・・
福福ふ

く
ふ
く

　　
岡岡お

か
お
か

　　
俊俊と

し
と
し

　　
裕裕ひ

ろ
ひ
ろ

さ
ん
さ
ん

　　
3636
年
勤
務

年
勤
務

・・
齋齋さ

い
さ
い

　　
藤藤と

う
と
う

　　
和和か

ず
か
ず

　　
也也やや

さ
ん
さ
ん

　　
3636
年
勤
務

年
勤
務

・・
梅梅う

め
う
め

　　
原原は

ら
は
ら

　
　
　

　
　
　
巧巧た

く
み

た
く
みさ

ん
さ
ん

　　
3535
年
勤
務

年
勤
務

・・
山山や

ま
や
ま

　　
田田だだ

　　
知知と

も
と
も

　　
治治は

る
は
る

さ
ん
さ
ん

　　
3535
年
勤
務

年
勤
務

・・
雲雲う

ん
う
ん

　　
野野のの

　　
信信の

ぶ
の
ぶ

　　
弘弘ひ

ろ
ひ
ろ

さ
ん
さ
ん

　　
3535
年
勤
務

年
勤
務

・・
鈴鈴す

ず
す
ず

　　
木木きき

　　
俊俊と

し
と
し

　　
信信の

ぶ
の
ぶ

さ
ん
さ
ん

　　
3333
年
勤
務

年
勤
務

・・
岩岩い

わ
い
わ

　　
崎崎さ

き
さ
き

　　
名名なな

　　
臣臣お

み
お
み

さ
ん
さ
ん

　　
3333
年
勤
務

年
勤
務

・・
鈴鈴す

ず
す
ず

　　
木木きき

　　
和和か

ず
か
ず

　　
重重し

げ
し
げ

さ
ん
さ
ん

　　
3232
年
勤
務

年
勤
務

・・
鈴鈴す

ず
す
ず

　　
木木きき

　　
祥祥し

ょ
う

し
ょ
う　　
子子ここ

さ
ん
さ
ん

　　
2222
年
勤
務

年
勤
務

・・
鈴鈴す

ず
す
ず

　　
木木きき

　　
岳岳た

け
た
け

　　
晴晴は

る
は
る

さ
ん
さ
ん

　　
2121
年
勤
務

年
勤
務

・・
宮宮み

や
み
や

　　
原原は

ら
は
ら

　　
崇崇た

か
た
か

　　
敏敏と

し
と
し

さ
ん
さ
ん

　　
2020
年
勤
務

年
勤
務

・・
相相あ

い
あ
い

　　
原原は

ら
は
ら

　　
啓啓け

い
け
い

　　
佑佑す

け
す
け

さ
ん
さ
ん

　　
1717
年
勤
務

年
勤
務

人
の動き

町立図書館キャラクター
マッテラちゃん

災害用トイレトレーラー災害用トイレトレーラー

冨岡冨岡さんさん 八代八代さんさん

8



11 10

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５月行事カレンダー
日 曜 時　　間 行　　事　　名 場　　所

７ 木 13：00〜15：30 「共に」「生きる」カフェ  ニューサマーカフェ in 稲取 いきいきセンター

９ 土 13：30〜15：30 医療・福祉・司法なんでもかんでも相談会 役場１階会議室

13 水 〜 音読サークル 10：00／14：00 町立図書館

15 金 9：00〜14：00 三島年金事務所出張年金相談 役場１階会議室

16 土 〜 稲取小学校運動会 稲取小学校グラウンド

19 火 10：00〜12：00 賀茂障害者就業・生活支援センター  わ  サテライト相談会 役場１階会議室

21 木

〜 ブックスタート 保健福祉センター

10：00〜15：00 住民相談 役場１階会議室

28 木 13：00〜15：30 「共に」「生きる」カフェ  ニューサマーカフェ in 奈良本 奈良本公民館

30 土 〜 熱川小学校運動会 熱川小学校グラウンド

◆日時が変更となる場合がありますのでご確認ください。

は
珍
し
い
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
公
衆
電
話
の
設

置
や
、
駐
車
場
と
店
舗
を
一
体
で
使
え
る
配

置
な
ど
、
利
用
者
目
線
の
工
夫
を
重
ね
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
や
が
て
全
国
へ

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
父
が
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
た
の
は
、「
地

域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
つ
く
る
」
と
い
う
姿

勢
で
し
た
。
た
だ
の
休
憩
所
で
は
な
く
、
そ

の
土
地
の
魅
力
が
伝
わ
る
拠
点
に
し
た
い
―

―
そ
の
想
い
は
、
今
も
道
の
駅
の
根
底
に
流

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
道
の
駅

の
裏
側
に
は
、
地
域
の
人
々
と
汗
を
流
し
た

情
熱
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
点
を
、

少
し
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
、
息
子
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
課
題
に
向
き
合
う
と
き
の
ス

ピ
ー
ド
感
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
す
る

姿
勢
は
、
私
も
父
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　
私
も
こ
れ
か
ら
、「
で
き
る
理
由
」
を
探
し

続
け
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
き

ま
す
。

　
昨
年
亡
く
な
っ
た
父
は
、建
設
省
（
当
時
）

の
官
僚
と
し
て
河
川
局
長
な
ど
を
務
め
、
生

涯
を
「
川
」
の
整
備
に
捧
げ
た
人
で
し
た
。

し
か
し
実
は
、
今
や
全
国
１
０
０
０
か
所
以

上
に
広
が
る
「
道
の
駅
」
を
考
案
し
、
世
に

送
り
出
し
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
、１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）、

父
が
中
国
地
方
建
設
局
長
と
し
て
赴
任
し
た

際
に
聞
い
た
、
あ
る
農
家
の
方
の
一
言
で
し

た
。

　
地
域
活
性
化
の
会
合
に
向
か
う
途
中
、
ト

イ
レ
に
行
き
た
く
な
り
、
や
む
な
く
鉄
道
の

駅
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
の
で
す
。「
鉄
道

に
は
駅
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
道
に
は
な
い
の

か
」
―
―
こ
の
率
直
な
声
に
、
父
は
強
く
心

を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
父
は
す
ぐ
に
「
道
に

も
駅
を
」
と
動
き
出
し
、
国
の
制
度
が
整
う

前
か
ら
「
道
の
駅
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

各
地
で
モ
デ
ル
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
島
根
県
の
掛
合
の
里
で
は
、
当
時
と
し
て

道
の
駅
の
立
役
者
　
岩
井
國
臣

東
伊
豆
町
の
未
来
を
考
え
る

インフォメーション

道路占用料　固定資産税１期分
納期４月30日（木）
忘れずにお願いします

　　　◎問合せ先　建設整備課　☎︎95−6303
　　　　　　　　　税務課　☎︎95−6300

納期までに収めましょう

　安心して活動するために、スポーツ安全保険に入りません
か。スポーツ、文化、ボランティア、地域、レクリエーショ
ン活動等における不慮の事故に備える保険です。WEB申込
となりますので、「スポーツ安全保険」でWEB検索してくだ
さい。　
◎問合せ先　
　（公財）スポーツ安全協会　
　固定電話から　☎0570−087109（ナビダイヤル）
　携帯電話から　☎03−5510−0033

スポーツ安全保険に入りませんか

　皆さんの心配ごとをお聞かせください！
　病気や障害のこと、法律のこと、お子さんの発育に関する
こと、その他困りごとなんでもご相談ください。専門職が丁
寧に対応します。完全予約制となりますので、下記お申し込
み先にお気軽にお申し込みください。
日　時：5 月９日（土）13：30～15：30
会　場：東伊豆町役場１階会議室
◎問合せ先　静岡市清水医師会相談室　☎054−344−0550

医療・福祉・司法
なんでもかんでも相談会を開催します！

育英奨学金貸与者を募集します
●対象者：
　東伊豆町に住所を有する者又は住所を有する者
の子弟であって、学校教育法に規定する高等学校、
高等専門学校、短期大学、大学又は専修学校に在
学し、在学校の長又は入学前の在学校の長が推薦
する者で、心身健全、成績優良で学資の支弁が困
難と認められる者。
●募集数：若干名
●奨学金貸与額

●受付締切：５月７日（木）17：15 まで
●そ　の　他：提出書類等詳細については、
　　　　　　下記までお問い合わせください。
◎問合せ先　教育委員会事務局学校教育係　
　　　　　　☎︎95－6207

区　　分
貸　与　額

入学一時金
（限度額）

奨　学　金
（月額）

大学
専修学校の専門課程 500,000円 30,000円

高等学校
専修学校の高等課程
高等専門学校
短期大学

200,000円 20,000円

後期高齢者（75歳以上） 対象
物価高騰対策給付金を支給します
対象者 令和８年３月31日時点で東伊豆町に住民登録が

あり、後期高齢者（75歳以上）の方

給付額 15,000円（１人あたり）

案　内 ４月下旬より順次案内通知を送付します

手続き
案内通知に必要事項を記入し、本人確認書類と
通帳（キャッシュカード）の写しを同封して返
送してください。

締　切 令和８年６月30日（火）必着

【ご注意ください】
　町や銀行の職員が、ＡＴＭの操作をお願いすることや、手
数料の振込を求めることは絶対にありません。不審な電話や
メールが届いたら、迷わず役場または警察署へご相談くださ
い。
◎申込み・問合せ先　
　住民福祉課　福祉係兼子育て支援係　☎95−6204
　月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土曜日・日曜日、祝日を除く）

５月５日（こどもの日）から11日までは
「こどもまんなか 児童福祉週間」です
～いこうぜ！みんな キラキラのあしたへ ゴーゴゴー！～
　「こどもまんなか 児童福祉週間」は、こどもの健やかな成長、
こどもや家庭を取り巻く環境について国民全体で考えること
を目的として、全国各地で啓発事業や行事を行う期間です。
　こどもたちの健やかな成長のために、地域でこどもや子育
て家庭を支えましょう。静岡県子育てポータルサイト「ふじ
さんっこ☆子育てナビ」では、子育てに関する情報や相談窓
口を紹介しています。

◎問合せ先　
　県健康福祉部こども未来課　
　☎ 054−221−3546

　静岡県が現在のような形でスタートしたのは、明治９年８
月21日。今年は静岡県誕生150周年です。このことを記念し
て、県は年間を通してさまざまなイベントを
開催する予定です。この機会にぜひ皆さんも
参加して、ふるさと静岡県の誕生日を一緒に
お祝いしましょう！

◎問合せ先　静岡県企画部広報戦略課　☎︎054−221−2231

令和８年は静岡県誕生150周年です！

　聴覚障害者への理解、コミュニケーション技術（手話）の
習得を目的とした養成講座を開催します。
内　　容：全23講座（手話技術20回＋必須講義３回）
日　　程：６月３日～11月18日の毎週水曜日
　　　　　（８月12日、９月23日を除く）
時　　間：19：00～21：00
会　　場：下田市民文化会館（下田市４丁目 1 − 2）
参　加　費：無料

※「手話動画視聴システム」視聴料金1,760円（年
間）が別途必要です。受講者ご自身で直接スマー
トフォン等でアクセス、購入していただきます。

定　　員：20名（先着順）
申込期間：４月１日（水）～５月22日（金）
申込方法：QRコードを読み取りお申込みください。
主　　催：東伊豆町、河津町、西伊豆町、松崎町、南伊豆町、

下田市（各福祉課）

◎問合せ先　
　下田市社会福祉協議会
　☎0558−22−3294

手話奉仕員養成講座のご案内 町
コ
ラ
ム

長

第37回 IWAI SHIGEKI
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●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●あいさつ運動推進標語 あいさつは　何にもまさる　おもてなし
広げよう　あいさつの輪を　まちじゅうに　

戸籍コーナー戸籍コーナー戸籍コーナー戸籍コーナー

（ 住 民 基 本 台 帳 ）
町 の 人 口

（令和８年２月28日現在）
人　口

男
女

世帯数

10,806人
5,160人
5,646人

　　6,232

（−27）
（−11）
（−16）
（−15）

転 入
転 出
出 生
死 亡

38人
54人
1人

12人

２月の異動（前月比）

世
帯

２月16日〜３月15日までに
届出があったもの
※このコーナーに掲載を望まない方は

事前に係までお申し出ください。

（敬称略）

発行日・令和８年４月５日　発行・東伊豆町役場（〒413−0411　静岡県賀茂郡東伊豆町稲取3354）編集・企画調整課情報係（☎︎0557−95−6205）印刷・㈲サン印刷

東伊豆ライフ

地区 赤ちゃんの名前 ふりがな 生まれた日 父・母

田　町
JAYAWICKRAMA
GAMACHCHIGE

KAYARA

ジャヤウィクラマ
ガマチゲ

カヤーラー
R８.２.18

JAYAWICKRAMA　
GAMACHCHIGE　

CHAMIRU　
VIDURANGA　

UDANA ／ SEPALA　
DISSANAYAKA　

LANKA　JEEWANI

赤ちゃん誕生・おめでとう

【お詫び】
３月号掲載の世帯数について、数値に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。

誤：6,275世帯（−21）　正：6,247世帯（−21）

おくやみ申し上げます
地区 氏　名 生年月日 年齢 亡くなった日 屋　号

入　谷 田　村　伸　子 S３.６.６ 97 R８.２.25 入谷新宅

水　下 山　田　史　子 S５.８.30 95 R８.３.７ 大坂屋
（中学校裏）

田　町 鈴　木　正　次 S14.９.13 86 R８.２.17 あらこ

西　町 和　田　かね江 S11.９.24 89 R８.３.７

東　町 鈴　木　　　修 S11.10.26 89 R８.２.17 トタンヤ

東　町 上　嶋　義　直 S９.３.６ 91 R８.２.20 弥七たま

東　町 京　極　スワ子 S６.10.１ 94 R８.２.27

　皆さんこんにちは！ヤナセです！
　４月になりましたね〜。ついによりみち135がグランド
オープンですよ！稲取中学校、稲取高校吹奏楽部による演奏
やテープカット、キッチンカーなども出ます。
４月25日（土）10時からよ
りみち135で行われますの
でぜひ来てくださいね。
　そしてこのグランドオー
プンをきっかけにずっとよ
りみち135に来てください
ね。私は工作ブースにいた
り、今まで同様イベントも
バンバンやりますので来て
くださいね‼
待ってます♩

「ついにグランドオープン！」栁
やな
瀬
せ
 可
か
奈
な
子
こ

地域おこし協力隊 活動日記地域おこし協力隊 活動日記地域おこし協力隊 活動日記地域おこし協力隊 活動日記地域おこし協力隊 活動日記地域おこし協力隊 活動日記

みなさんの『ひがしいずライフ』大募集！
「家族との思い出」「かわいいペット」「お気に
入りの風景」など、皆さまの投稿をお待ちし
ております。

　３月１日、商工会主催の雛フェスにてブースを出店しまし
た。折り紙で雛のつるし飾りを作り、大きな模造紙に貼って
いく参加型の企画は子どもたちに大盛況。思い思いの色や表
情が集まり、にぎやかな作品が完成しました。準備時間はま
るで大人の文化祭のようで、当日は子どもたちの笑顔に包ま
れ、とても楽しかったです。来年は折り紙の難易度をそろえ、
オリジナルキャラクターのひなうさをより楽しんでもらえる
工夫を重ねていきたいです。

「雛フェス大盛況」 武
たけ
田
だ
 いづみ

　
お
正
月
太
り
を
解
消
す
る
た
め
、
細
野
高
原
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
朝
活
。移
住
し
て
１
年
、

実
は
初
め
て
訪
れ
た
細
野
高
原
で
、
静
か
な
朝
と

新
し
い
景
色
に
出
会
い
ま
し
た
。

�

（
山
本　
啓
介
さ
ん
）

「
細
野
高
原
、
正
月
太
り
返
却
口
」

場
所
：
稲
取
細
野
高
原


